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＜連絡事項＞

・検査技師不在時の検体検査の提出についてメールが来ている為各自確認をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・畑中　成夫様～便秘時）ピコスルファートNa内用液1本処方となっています。
・森　ひで様～本日より、ロスピロン塩酸塩錠（4）2Ｔ朝昼後→ブロナンセリン錠（4）1T朝食後と変更になっています。流延や右手の不随意運動（振戦）状況確認していきましょう。

・江刺家　惠子様～ここ数日、本人のラジオが紛失していた。本人に聞いても「わからない。」との返答しかなかったが、昨日、外の室外機の上にあるのを発見。（ラジオがあった事は本人に知らせずに）再度、確認しても「わからない。」との返答している為、家族様へ返却していくこととして担当者から連絡しています。
＜要注目患者様＞

・江刺家　惠子様～防水シーツを敷いて欲しいと訴える事はありますが、過度な要求や易怒性、服薬の拒否もなく対応は比較的穏やかです。
・北村　奈美様～同室の特定の患者様から物音を立てない様に注意を受けてから、生活

音にも気を使いストレスで体調不良（腹痛・下痢）になるし、「死にたくなる」と希死的発言ある。うったえを傾聴しつつ、担当スタッフから生活音は当たり前の音であり、北村様は退院に向けて努力して生活している事評価し、他者を過度に気にしている場合ではない事、退院後のデイケアでも他者と関わって行かなければならない事を説明。また、同室者とも生活音に関してスタッフから話してみる事や、部屋移動については検討中である為、あと少し待って欲しい事を伝えています。
＜金Dr診察＞

・坂本　福子様～「調子は、上がっても下がってもいないです、多分」と落ち着いて答えている。いつ退院出来るかと訊ねているが、病状や生活リズムが安定し落ち着いて過ごせる状態が継続出来たら、施設を探し検討していくと言われている。臨時薬同内容で7日分処方継続となっています。
・井上　和美様～足の冷えや身体の痛み等、いつもの様に不定愁訴あるが、執拗さなし。臨時薬オランザピンOD錠（5）7日分継続処方となっています。
・小笠原　文人様～最近の様子として、私物がなくなったと探す事や話しかけが目立つ事があったっことを情報提供しています。主治医へは「調子はまあまあです」と話しており、疎通もとれています。

処方変更はありません。
・角濱　義弘様～青陽館・青山荘の見学・体験利用に関して、青陽館の利用者がコロナ感染者がいるとの情報もあった為、コロナが落ち着くまで様子をみることとし、4月下旬か5月に入ってから進めていく予定であること、本人とは、作業療法へ午前と午後出来るだけ参加して、日中の離床時間を増やすようにすると話しあった事を情報提供しています。本人はまだ、作業以外は横になっていると報告しています。
　　　　　　　 臨時薬同内容で7日分処方となっています。

・飯豊　信雄様～田名部Dr より主治医変更となっています。診察では、問い掛けに対し淡々と返答しています。処方変更ありません。
＜小柳Dr診察＞

・江刺家　惠子様～診察中も、おむつ交換してください、いつ退院できるんですか、
幻聴が聞こえてるなんてことはありません、21日に退院なんですか。防水シーツをください。もれたら濡れてしまいます。と繰り返し訴えており、現状での退院は全く無理であるとの、主治医の話しを聞き入れる事ができずにいます。本日処方分より、リスパダール1㎎2T朝・夕→2㎎4T朝・夕へ変更となっています。次回定期よりレボトミン減量を検討していくとのこと。
・大久保　すい様～下肢に不随意運動あり、主治医が他動的に動かして状態を確認しています。ジスキネジアと思われる為、次回定期よりオランザピンとブロチゾラム減量し経過をみていくとのこと。
・会津　慮子様～幻聴は否定しています。肩の痛みは大分良いと話していますが、本人希望にてカロナール錠は継続となっています。
・高橋　康満様　中野渡　鉄男様　十日市　利喜様　飯豊　信雄様～処方変更なし。
